
 

 

 

 

 

 

 ８月２５日 2学期に「主役と伴走者」の両方の経験を 

集会では、佐賀県出身の柳川春己（やながわはるみ）さんのお話をしました。柳川さんは、生後

６ケ月で、小児緑内障という病気にかかり、手術を何度も受けましたが、残念ながら、８歳の時、

完全に目が見えなくなったそうです。柳川春己さんは、現在、60 歳後半で佐賀市にお住まいで

す。４０歳の時に、アトランタパラリンピックのマラソン種目に出場し、２時間５０分５６秒で、金メ

ダルを獲得しました。 

 柳川さんは、佐賀県立盲学校（目が見えない子どもが通う学校）に進み、勉強に励んだそうです。柳川さんは、

盲学校を卒業して、東京で研修を受け、２４歳で、鍼灸院を設立しました。マラソンとの出会いは、３３歳のときで、

目の見えない人が、ハワイのホノルルマラソンで４２．１９５キロメートルを走った人のことを聞いて、自分もやっ

てみたいと思ったそうです。 

 柳川さんは、先ずは、練習と思い、明け方や夜誰もいない近くの小学校へ出かけたそうです。初日は、１５００メ

ートルしか走れず、４２キロ走るために、まずは、３キロを目標に、次に、１０キロ。そうして、１０キロマラソン大会

に出場しました。柳川さんは、完走したこのときの達成感は今までに感じたことのないくらいの喜びだったそう

です。そうして、３４歳、ホノルルマラソンに参加し、２年後、３６歳には、バルセロナオリンピックで、６位入賞。４０

歳で、アトランタオリンピックで、金メダルを獲得したそうです。日々の努力と具体的な目標を達成していく強い

意志が感じられます。 

 柳川さんは、競技にでる時、一人では参加てきません。必ず、一緒に走る人、伴走者が必要なのです。柳川さん

だけの努力では金メダルは取れなかったのです。柳川さんにとってよき伴走者がいてくれたので達成できたの

です。よきランナーには、信頼できるパートナーがいたのです。柳川さんは、「目標をたて、少しずつ階段を登れ

ば、夢に近づく。目が見えないから不幸だと思ったことはない。夢や目標を持てないことが一番不幸である。」と

夢の大切さを語っています。 

また、「友達がいない事が一番つらい。心の強い人が、弱い人を助けてほしい。いじめ

をなくすには、心の強い人と弱い人が助け合える社会を作る事が必要である。」と言っ

てあります。 

目の見えないランナーにとってよき伴走者が必要なように。佐志中学校では、主役と

なるランナーの経験や脇役である伴走者のような経験をこの 2 学期に積み重ねてほし

いと思います。 

------------------------------------------------------------------------------------------------- 

唐津市立佐志中学校の現状 【詳細は、裏面】 

4月から 6月までに学校で行った全国学力・学習状況調査、佐賀県学習状況調査、佐志中学校 校内意識調査

結果をまとめました。佐志中生徒の学習・生活の実態が見えてきました。 

次の２つのことについて、保護者への協力を依頼します。 

（1） 朝食を食べてからの登校をお願いします。 

(2) 携帯・スマートフォンを使うときのルールを定めるようお願いします。 

    例えば、「1日に使う時間を決める。」「就寝前には、保護者の目の届くところに保管する。」など 

 佐志中学校だより 
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 たくさんの生徒がボランティア活動に参加 

佐志校区青少年育成協議会から依頼を受け、9 月 9 日(土)に佐志

公民館集合で通学路のフラワーポットに花植えを行いました。佐志小

学校の児童も参加し、1 時間ほどの作業を行いました。地域の方も

27 名の中学生が参加して作業を行ったので、喜んでありました。 

当日ボランティアに参加した人   

3年 2年 1年 

末永 美侑 𫝆村 凉菜 川地 慎 吉川 百音 宮本 七緒 宮﨑 千歩 井手 虎之介 

袈裟丸 叶有 本多 小春 近藤 蘭子 坂本 つばさ 渡邊 莉桜菜 瀬戸 愛々子 川原 聖翔 

末吉 純佳 栗山 颯真 藤𠩤 実梨 宮﨑 樹菜 脇山 優誠 小島 璃華 岩本 大煌 

吉次 祢々 熊本 流河 井手 清之介 宮﨑 萌衣  宮﨑 望音  

  栗山 祐聖           

  北部豪雨募金 ご協力に感謝    募金合計 ３２，６２１円 

佐志中生徒会では、唐津地区生徒会からの呼びかけに応じ

て、9 月 11 日(月)～13 日(水)の朝 7 時 45 分～8 時の間

玄関前で、九州北部豪雨災害の被災された方のために、募金

活動を行いました。生徒・保護者の熱い応援をいただき、3 日

間で、募金の合計が 32,621 円集まりました。集まった募金

は、唐津地区の生徒会の代表が、唐津市社会福祉協議会を通じて、災害に遭われた方へ渡されることになって

います。大変ありがとうございました。 

佐志中学校子育てサロン開催 9月 12日・13日 大活躍の 3年生 

家庭科の保育の学習の一環として、唐津市子育て支援情報センター

のご協力の下、佐志公民館で、中学校 3 年生と乳幼児のふれあい体験

を行いました。センターの方は、生命の大切さ、家族、地域への感謝の気

持ち感じてほしいと願って、今年実施していただいています。（数年は、

新型コロナ感染症のため、中止となっていました。） 

３年生が、乳幼児と接する態度が素晴らしく、参加された方から佐志

中生徒へたくさんのお褒めの言葉をいただきました。 

唐津地区駅伝大会に向けて練習開始  

唐津地区駅伝大会が、10 月 7 日(土)浜玉ひれふりグラウンド周辺コースで開催されます。

9 月 12 日(火)から本校グラウンドで練習を始めました。男子は、4ｋm 2 人 3km 4 人の

6 区間合計 20ｋｍ。女子は、３ｋｍ ２人 ２㎞ ３人の５区間 １２ｋｍとなっています。学校代

表としての走りを期待しています。生徒のみなさんも応援しましょう!! 

※ユニバーサルデザインの観点から「BIZ UDPゴシック」の字体を使用しています。 

唐津地区 吹奏楽祭 9月 23日(祝) 玄海町民会館文化ホール 開場 9時 30分 開演 10時 入場無料 

 佐志中 11時～11時 10分予定 演奏 曲目 キューティハニー・DANZEN!2人はプリキュア 


